
一
点

二
点

三
点

四
点

五
点

六
点

九
点

　
《

互
選
句
》

〈
紙
上
選
句
〉

〈
投
句
〉

〈
出
席
者
〉

〈
選
者
〉

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

首
都
打
ち
し
台
風
を
連
れ
友
逝
き
ぬ

大
関
へ
復
帰
の
矜
恃
天
高
し

朝
顔
や
蔓
伸
び
来
た
り
二
階
ま
で

秋
澄
む
や
歌
姫
三
た
び
ア
ン
コ
ー

ル

能
面
の
下
の
猪
首
や
秋
暑
し

胸
深
く
稚
（

や
や
）

抱
く
母
や
秋
日
傘

火
葬
場
に
猪
（

し
し
）

熊
蛇
出
る
秋
会
津

秋
刀
魚
痩
せ
漁
れ
て
庶
民
に
高
級
魚

肉
弾
戦
酒
量
の
増
ゆ
秋
ラ
グ
ビ
ー

渓
流
に
子
等
の
声
満
ち
秋
晴
る
る

路
地
裏
に
蟲
の
声
聴
く
北
新
地

く
ろ
あ
げ
は
羽
化
し
そ
ん
じ
て
歩
み
ゐ
る

厨
か
ら
稲
光
見
る
句
の
世
界

屋
根
葺
き
の
細
き
梯
子
や
秋
の
空

酌
み
交
わ
す
出
湯
の
座
敷
月
の
影

再
検
査
告
げ
ら
れ
し
夜
の
き
り
ぎ
り
す

秋
雀
手
の
窪
ほ
ど
に
砂
浴
び
る

鶏
頭
の
前
に
人
立
つ
子
規
の
庭

月
明
に
青
墨
（

あ
お
ず
み
）

の
雲
輝
け
り

ク
リ
ス
タ
ル
の
光
彩
ま
ろ
ぶ
芋
の
露

秋
立
つ
や
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
の
さ
く
さ
く
と

蜩
や
ホ
ス
ピ
ス
の
灯
の
薄
明
り

風
過
ぎ
て
よ
り
揺
れ
止
ま
ず
吾
亦
紅

野
分
中
「
昼
の
憩
い
」
の
テ
ー
マ
曲

満
月
が
追
い
か
け
て
く
る
帰
り
道

秋
深
く
芸
の
高
み
に
吉
右
衛
門

　
播
磨
屋
一
門
の
「

沼
津
」

蕎
麦
の
花
八
ケ
岳
（

や
つ
）

の
裾
野
を
白
妙
に

見
舞
ひ
し
て
す
ぐ
の
訃
報
や
稲
光

会
津
駅
冷
酒
二
合
の
雨
宿
り

鋭
角
に
陽
の
射
す
あ
た
り
曼
珠
沙
華

秋
日
濃
し
尺
に
足
ら
ざ
る
瞽
女
の
墓

そ
ら
お

盛
雄

ゆ
た
か

堂
哉

恵
洲

弘
子

仝
忠
彦

紀
久
男

そ
ら
お

盛
雄

仝
天
牛

正
明

ゆ
た
か

健
介

仝
弘
子

亜
也

昇
正
明

仝
一
灯

恵
洲

猛
紀
久
男

一
灯

仝
忠
彦

啓
子

一
灯

（

紀
）

（

紀
・
五
）

（

龍
・
敏
）

（

眞
・
紀
）

（

堅
・
五
）

（

忠
・
孤
）

（

紀
・
天
）

（

堅
・
紀
）

（

忠
・
龍
）

（

紀
・
灯
）

（

敏
・
ゆ
・
灯
）

（

孝
・
ゆ
・
灯
）

（

紀
・
龍
・
三
）

（

眞
・
忠
・
弘
）

（

堅
・
紀
・
允
）

（

眞
・
孤
・
弘
）

（

由
・
く
・
三
）

（

允
・
天
・
三
）

（

紀
・
孝
・
灯
・
由
）

（

紀
・
孝
・
灯
・
く
）

（

紀
・
忠
・
孤
・
弘
）

（

孤
・
ゆ
・
允
・
く
）

（

孤
・
五
・
孝
・
く
）

（

忠
・
孤
・
五
・
龍
）

（

眞
・
忠
・
孤
・
天
）

（

五
・
敏
・
允
・
天
）

（

堅
・
猛
・
孤
・
ゆ
・
允
）

（

眞
・
紀
・
猛
・
弘
・
敏
）

（

弘
・
敏
・
灯
・
く
・
天
）

（

紀
・
猛
・
孤
・
由
・
ゆ
・
三
）

　
三
）

（

眞
・
孤
・
五
・
弘
・
敏
・
允
・
く
・
天

 
 
 
 
 
 
第
四
百
一
回
　
青
葉
会

今
井
紀
久
男
　
大
林
猛
　
柿
﨑
忠
彦
　
久
米
五
郎
太
　
小
西
弘
子
　
豊
田
ゆ
た
か
 
中
野
一
灯

川
口
孤
舟

　
　
令
和
元
年
九
月
二
十
六
日
（

木
）

午
后
一
時
半
～

四
時
半
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

会
議
室

伊
賀
山
そ
ら
お
　
小
早
健
介
　
在
間
千
恵
　
朱
牟
田
恵
洲
　
土
谷
堂
哉
　
福
島
正
明
　
古
田
昇

山
内
天
牛

星
田
啓
子
　
宮
内
規
雄
　
山
﨑
亜
也
　
山
田
け
い
子
　
渡
邊
盛
雄

早
川
允
章
　
村
田
く
に
子
　
山
本
三
恵

赤
田
堅
　
安
部
眞
希
子
　
楠
田
彦
十
　
重
枝
孝
岳
　
庄
司
龍
平
　
高
梨
由
美
子
　
高
橋
敏
郎

（

類
句
・
類
想
句
あ
り
。

選
句
に
も
要
注
意
。

川
合
絹
漱
先
生
は
厳
戒
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
）

（

黒
揚
羽
を
平
仮
名
に
し
た
の
は
羽
化
と
ダ
ブ
る
為
の
由
）



◎

令
和
元
年
九
月
 
青
葉
会
報

　
✼
　
　
✼
　
　
✼
　
　
✼
　
　
✼

蟷
螂
は
恐
竜
の
仔
ぞ
雄
を
食
ふ

炎
ゆ
る
道
姪
の
車
に
拾
は
る
る

人
去
り
て
軍
艦
島
や
鰯
雲

人
住
ま
ぬ
家
に
大
き
な
金
木
犀

行
き
つ
け
も
チ
ャ

ン
と
寄
付
し
て
秋
祭

柿
喰
へ
ば
か
き
か
き
か
き
と
音
す
な
り

渋
谷
す
ら
摩
天
楼
と
な
り
鰯
雲

ち
り
り
ん
と
名
残
の
風
鈴
裏
の
路
地

高
級
魚
と
な
り
ぬ
不
漁
の
秋
刀
魚
買
ふ

裸
灯
の
夕
餉
や
柚
子
の
香
に
思
ふ

花
野
行
く
せ
せ
ら
ぎ
を
跳
び
柵
を
越
ゆ

戸
開
け
れ
ば
も
う
爽
や
か
な
朝
の
あ
り

あ
あ
秋
刀
魚
今
年
は
鯛
と
張
り
合
え
り

や
う
や
う
に
細
き
秋
刀
魚
の
売
ら
れ
を
り

昼
の
陽
の
輪
郭
大
き
稲
の
花

糸
瓜
棚
強
き
風
に
も
抗
ひ
ぬ

少
し
づ
つ
気
力
も
戻
る
秋
彼
岸

田
に
接
し
蕎
麦
の
花
咲
く
会
津
か
な

蜩
や
闇
の
森
か
ら
叫
び
を
り

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
無
償
で
花
蜜
与
え
を
り

極
上
の
新
酒
お
か
は
り
ジ
ャ

ズ
ラ
イ
ブ

秋
暑
し
妻
の
呆
け
や
う
気
が
か
り
に

盛
雄

天
牛

仝
け
い
子

亜
也

規
雄

仝
啓
子

昇
一
灯

堂
哉

仝
千
恵

仝
弘
子

仝
五
郎
太

忠
彦

仝 猛 仝
紀
久
男

（

紀
）

（

龍
）

（

紀
）

（

紀
）

（

紀
）

（

孤
）

（

紀
）

（

猛
）

（

猛
）

（

孝
）

（

孝
）

（

紀
）

（

堅
）

（

紀
）

（

ゆ
）

（

忠
）

（

紀
）

（

堅
）

（

三
）

（

龍
）

（

忠
）

（

猛
）

十
月
二
十
四
日
（

木
）
　
午
后
一
時
半
～

四
時
半
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
▲
当
季
雑
詠
各
自
五
句
　
投
句
は
二
句

　
　
　
　
令
和
元
年
十
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
　
文
責
　
紀
久
男

十
一
月
二
十
八
日
（
木
）

　
仝

　
　
①
眞
希
子
さ
ん
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
②
「

森
の
座
」

9
月
号
（

弘
子
さ
ん
、
陽
亮
さ
ん
の
作
品
へ
の
句
評
掲
載
）
③
正

　
　
煎
餅
、
大
阪
の
堂
哉
さ
ん
の
宇
治
茶
ク
ッ

キ
ー
・
煎
餅
、

そ
し
て
小
生
の
菊
正
宗
生
酒
を
賞
味
し
乍
ら
、

　
　
そ
し
て
「
4
0
0
回
記
念
合
同
句
集
」
に
各
自
2
0
句
募
集
。
1
1
月
末
締
め
切
り
で
年
明
け
上
梓
を
目
指

　
　
し
た
が
、
一
年
次
下
の
清
水
宏
員
さ
ん
、

鶴
岡
忠
成
さ
ん
も
お
元
気
で
、
人
気
者
）
。

　
　
四
百
回
記
念
句
会
に
頂
戴
し
た
ゲ
ス
ト
の
大
谷
真
為
さ
ん
か
ら
ク
ッ
キ
ー
、
名
古
屋
の
け
い
子
さ
ん
の
海
老

　
　
　
●
次
回
青
葉
会

　
一
　
今
回
は
弘
子
さ
ん
始
め
8
名
出
席
。
投
句
は
正
明
さ
ん
ら
1
2
名
。
孤
舟
選
者
は
結
社
の
全
国
大
会
で
欠

　
　
席
。

い
つ
も
の
猛
さ
ん
進
行
役
で
御
覧
の
通
り
一
灯
さ
ん
、
啓
子
さ
ん
が
高
得
点
で
し
た
。

 
 
 
話
題
は
社
友
会
ビ
ア
パ
ー

テ
ィ

で
の
社
長
挨
拶
と
最
高
齢
出
席
で
天
牛
さ
ん
紹
介
（
紹
介
さ
れ
ま
せ
ん
で

　
　
を
回
覧
し
ま
し
た
。

　
　
た
新
居
田
政
司
さ
ん
の
奥
様
か
ら
の
手
紙
⑦
孤
舟
選
者
の
ハ
ガ
キ
⑧
龍
平
さ
ん
の
社
友
会
Ｈ
Ｐ
寄
稿
文
な
ど

　
　
す
こ
と
等
。

　
　
明
さ
ん
の
ハ
ガ
キ
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
④
己
之
助
か
ら
の
礼
状
⑤
ゲ
ス
ト
真
為
さ
ん
、
中
臺
さ
ん
の
礼
状
⑥
急
逝
さ
れ



五 四 三 二
　
走
り
梅
雨
骨
と
な
り
て
も
母
で
あ
り

　
死
後
と
い
ふ
刻
の
は
じ
ま
る
短
き
夜

　
風
鈴
や
恐
れ
ゐ
し
死
の
呆
気
な
く

　
逝
き
し
母
に
夏
布
団
を
か
け
直
す

　
死
な
な
い
で
！
夏
布
団
は
ぎ
母
を
抱
く

　
　
　
|
　
「
爽
樹
」
　
　
9
月
号

鈴
蘭
に
月
の
雫
の
宿
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

瀬
を
の
ぼ
る
姿
の
ま
ま
に
串
の
鮎
　
　
　
　
　
　
仝

米
粒
は
涙
の
か
た
ち
粽
結
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

巻
尺
の
つ
る
ん
と
戻
る
日
永
か
な
　
　
　
　
　
　
仝

　
　
　
|
　
「

森
の
座
」

　
|
　
1
0
月
号

口
直
し
の
水
の
美
味
し
さ
ど
ぜ
う
鍋
　
　
　
　
　
仝

海
老
蔵
の
汗
の
奮
闘
空
し
け
れ
　
　
　
　
　
紀
久
男

監
視
カ
メ
ラ
葉
裏
へ
急
ぐ
蝸
牛
　
　
　
　
　
　
仝

わ
が
生
に
半
ば
王
手
か
こ
の
溽
暑
　
　
　
　
　
仝

夏
み
ま
ひ
往
来
淋
し
き
世
過
ぎ
か
な
　
　
 
 
仝

癒
ゆ
る
な
き
や
ま
ひ
の
床
に
こ
ろ
も
が
へ
　
　
青
史

父
子
し
て
指
す
夏
星
や
家
近
し
　
　
　
　
　
　
仝

こ
こ
い
ら
は
み
な
竹
箒
額
の
花
　
　
　
　
　
　
仝

梅
雨
葵
赤
子
足
か
ら
泣
き
出
し
ぬ
　
　
　
　
　
仝

宮
雀
勁
く
飛
び
立
つ
梅
雨
晴
間
　
　
　
　
　
　
弘
子

羽
蟻
の
禍
遠
き
遺
産
の
実
家
訪
ふ
に
　
　
　
　
仝

左
利
き
と
ゴ
ム
手
分
か
ち
て
ト
マ
ト
畑
　
　
　
仝

軒
深
く
韓
表
札
と
燕
の
子
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

休
肝
日
の
夫
あ
ど
け
な
く
瓜
の
花
　
　
　
　
眞
希
子

母
に
来
る
郵
便
の
絶
え
半
夏
生

お
ろ
お
ろ
と
六
月
の
日
々
や
り
過
ご
す

ど
れ
が
母
の
星
ぼ
ん
や
り
と
梅
雨
の
星

母
の
遺
せ
し
も
の
ア
ッ
パ
ッ

パ
に
も
名
前

汗
つ
か
き
の
母
へ
こ
の
世
の
風
送
る

ラ
ン
デ
ブ
ー
銀
杏
並
木
引
返
す
　
　
　
　
　
　
仝

雨
脚
の
し
ば
ら
く
止
み
て
鉦
叩
き
　
　
　
　
　
堂
哉

や
ん
ま
飛
ぶ
好
天
の
原
爆
ド
ー
ム
　
　
　
　
　
仝

脳
髄
も
目
玉
も
真
つ
赤
夾
竹
桃
　
　
　
　
　
　
昇

波
音
の
幽
か
に
墓
を
洗
ひ
け
り
　
　
　
　
　
　
仝

故
里
の
海
静
か
な
り
秋
彼
岸
　
　
　
　
　
　
　
允
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

七
～

九
月
）

　
　
　
|
　
毎
日
新
聞
兵
庫
文
芸
　
　
　
若
森
京
子
選

ボ
ー
ル
蹴
る
少
女
の
動
き
夏
の
蝶
　
　
　
　
　
仝

国
捨
て
て
難
民
の
群
れ
蟻
動
く
　
　
　
　
　
　
仝

就
活
の
若
き
体
臭
栗
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

ア
リ
バ
イ
を
残
す
道
す
じ
蝸
牛
　
　
　
　
　
　
仝

万
葉
の
古
書
に
脚
光
風
薫
る
　
　
　
　
　
　
　
仝

花
桐
や
万
葉
文
化
今
に
生
く
　
　
　
　
　
　
　
盛
雄

関
係
者
近
詠

　
下
浚
ひ
小
劇
場
の
柿
紅
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
臺
誠
一

　
在
り
し
日
の
清
方
画
室
そ
ぞ
ろ
寒
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

　
や
や
寒
し
方
向
音
痴
に
案
内
図
　
　
　
　
　
　
　
　
下
鉢
清
子
（
俳
人
協
会
名
誉
会
員
）

1
8
年
版
よ
り
小
生
好
み
の
作
品
を
抄
出
し
て
み
ま
し
た
。

　
４
０
０
回
記
念
祝
宴
に
て
回
覧
し
ま
し
た
ゲ
ス
ト
の
中
臺
誠
一
さ
ん
手
造
り
和
綴
「
さ
ん
も
く
集
」
2
0

逃
水
の
中
へ
中
へ
と
レ
ー
ス
カ
ー

　
　
　
　
　
　
孤
舟

　
遠
雷
や
手
酌
の
人
の
無
口
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
　
「
地
」

　
隅
田
川
花
火
が
風
を
引
い
て
行
く
　
　
　
　
　
　
　
新
ば
し
小
喜
美
　
「
天
」

し
て
貰
い
ま
し
た
。
兼
題
「

手
」
「
熱
風
」

　
「

樂
屋
句
會
」
御
常
連
の
平
澤
好
宏
（

俳
号
・
騎
風
）

さ
ん
よ
り
新
ば
し
月
例
句
会
八
月
の
成
績
を
披
露

　
赤
と
ん
ぼ
乗
り
降
り
無
し
の
山
の
駅
　
　
　
　
　
　
桂
南
な
ん

　
秋
風
や
海
辺
の
街
の
キ
ル
ト
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

　
　
　
令
和
元
年
十
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
久
男
記

号
（

9
月
1
0
日
発
行
）
入
手
し
ま
し
た
の
で
主
宰
の
1
0
句
を
御
紹
介
し
ま
す
。

　
「

き
さ
ら
ぎ
句
会
」
の
選
者
川
崎
雅
子
よ
り
、

主
宰
さ
れ
て
い
る
「
と
ち
の
木
俳
句
会
」
の
句
集
第
４
３

　
愛
犬
の
命
日
で
あ
り
広
島
忌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
　
「
地
」

　
飛
ば
し
て
も
熱
風
浴
び
る
バ
イ
ク
か
な
　
　
　
　
　
平
澤
騎
風
　
　
　
「
地
」


